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1
月
17
日
、
第
8
回
お
し
ど

り
学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
教
養
講
座
で
は

「
災
害
時
に
も
い
き
る
地
域
の

支
え
合
い
～
能
登
半
島
地
震
を

踏
ま
え
て
～
」
と
題
し
、
日
野

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
の
山
下
弘
彦
さ
ん
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

山
下
さ
ん
は
、「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
30
年
、
鳥
取

県
西
部
地
震
か
ら
25
年

に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
、

い
っ
し
ょ
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
話
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
鳥

取
県
西
部
地
震
を
契
機

に
、「
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

町
内
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
結
成
。
そ
の
活
動
と

し
て
「
災
害
復
興
活
動
→
被
災

後
の
地
域
づ
く
り
活
動
」「
子

ど
も
～
高
齢
者
の
地
域
交
流
活

動
（
見
守
り
）」「
居
場
所
づ
く

り
活
動
」「
西
部
地
震
後
の
活

動
経
験
を
生
か
す
活
動
」「
地

域
活
動
、
災
害
・
防
減
災
活
動

の
取
り
組
み
支
援
」
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
石
川

県
輪
島
市
に
駆
け
つ
け
て
支
援

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
震

度
７
で
の
種
々
の
被
害
と
生
活

へ
の
影
響
を
災
害
現
場
写
真
の

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
な

が
ら
、
現
地
で
の
体
験
談
を
話

し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
災
害
が

起
こ
っ
て
も
、
誰
も
が
助
か
る

た
め
に
は
、
避
難
行
動
に
お
い

て
『
声
を
か
け
る
』
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
日
ご
ろ
か
ら
の
取

り
組
み『
近
隣
で
、地
域
全
体
で
、

ど
の
よ
う
に
支
え
合
え
る
か
』

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
説
明
。
地
域
で
課
題
を
共
有

し
取
り
組
み
を
話
し
合
う
「
支

え
愛
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
推
奨

し
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
心
構
え

が
で
き
た
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

日
時　
3
月
27
日
（
木
）
午
前
9
時
30
分　
／　
場
所
　
町
公
民
館
講
堂

閉
講
式　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
9
時
45
分

記
念
講
演
　
午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時

　
　
演
題　
「
貴
重
な
資
料
を
未
来
に
―
公
文
書
館
は
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
―
」

　
　
講
師　
鳥
取
県
立
公
文
書
館　
専
門
員　
伊
藤
康
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
町
公
民
館
（
７
４
‐
０
２
１
２
）

令
和
6
年
度
お
し
ど
り
学
園
閉
講
式

▼
第
8
回
お
し
ど
り
学
園

災
害
が
起
こ
っ
て
も
、
誰
も
が
助
か
る
た
め
に
―
。

▲「『減災』の考え方で進める
地域づくりを」と山下さん

　1月15日、日野町公舎を会場に、出前公民館「ニュー
スポーツ」（根雨健康教室）を開催しました。
　当日は 12名の参加があり、講師の高橋伸也さんの
指導のもと、「輪投げ」「ターゲットゲーム」「ビンゴ
ボードゲーム」等のニュースポーツを楽しみました。
参加者の皆さんは、一投一投に勝負心を燃やしながら
も、和気あいあいとした楽しい雰囲気の中で、健康づ
くりに取り組んでおられました。

▼出前公民館「ニュースポーツ」

ニュースポーツで健康づくり

▲▶ニュースポーツを
楽しむ参加者の皆さん
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日野郡唯一の高等学校である日野高校。日野高生って

どんな活動をしてるの？地域とのつながりを大切にして

いる日野高生の姿を、日野町の皆さんにお届けします！

1 14
（火）

将来のためにいろんな人から学びを
１年次生「キャリア教育」

　1月 14日、卒業後の進路・人生設計を考える「キャリア
教育」の一環として、１年次生を対象としたユニークな授
業が行われました。
　まず、江府町役場地域プロジェクトマネージャーで奥大
山自然塾のガイド光島宏美さんが、マレーシアからホームステイしてい
る青年２人とともに来校し、海外青年協力隊員としてマレーシアに赴任
した経験談と、現地のくらしなどを語ってもらいました。
　次に米子市淀江町から、災害救助犬訓練士・愛犬飼育管理士の森田康
博さんが、山陰唯一の災害救助犬「エルザ」をはじめセラピードッグ２
頭と参加されました。バディとして出動した東日本大震災や西日本豪雨、
能登半島地震の被災地での活動をはじめ、救助犬とともに訓練士を育て
る難しさなどのお話のあと、実際に犬たちとふれあいました。

令和5年度鳥取県西部広域行政管理組合一般会計　決算の概要
　令和 5年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が 57億 456 万円、歳出総額が
56億 2,460 万円となり、歳入から歳出を差し引いた 7,996 万円は翌年度に繰り越しました。

【問合せ先】鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
　　　　　（電話 0859-22-7732）

歳入区分 決算額
分担金及び負担金 47億 4,616 万円
使用料及び手数料 4,908 万円
国庫支出金 7,998 万円
県支出金 1,905 万円
財産収入 9万円
繰入金 1億 1,021 万円
繰越金 7,180 万円
諸収入 1億 5,859 万円
組合債 4億 6,960 万円

合計 57億 456万円

米子市 26億 6,495 万円
境港市 5億 9,319 万円
日吉津村 1億 3,255 万円
大山町 3億 7,942 万円
南部町 2億 7,402 万円
伯耆町 2億 9,266 万円
日南町 1億 7,050 万円
日野町 1億 2,099 万円
江府町 1億 1,789 万円

※分担金及び負担金の市町村内訳は
次のとおりです。

歳出区分 決算額
議会費 95万円
総務費 1億 9,878 万円
民生費 4,145 万円
衛生費 17億 2,734 万円
消防費 31億 6,582 万円
公債費 4億 9,026 万円

合計 56億 2,460 万円


